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観光ビジョンの目的

観光ビジョンの背景千t田・東京のなりたちー

江戸期における参勤交代制度は、地方の多くの人々を江

戸に呼ぴ込み、当時の巨大都市としての賑わいを創出した

だけてはなく、地方の人々や文化の交流を生み出し、庶民

による豊かな江戸文化を育みました。

また、明治から昭和にかけては、西欧文化が流入すると

ともに、経済の高度成長が進む中で、地方から多くの人々

が首都東京に集まり、我が国の発展を支えてきました。

こうした地方出身の人々と、江戸以来の都市の包容力と

が相俟って、東京は、多様な交流があふれるまちとして、

現在も都市の魅力と賑わいを維持しています。

千代田区には、これら先人の努力によって培われてきた

歴史・文化をはじめ、日本の政治・経済の中心としての地

の利や、先端技術を墓軸とした知の集積など多くの資源が

存在し、人々を惹きつけ、現在も多数の観光客が区内各所

を訪れています。

千代田区における観光を考える上では、千代田の都市の

魅力が、多様な人々や文化が交流し共生しながら磨き上げ、

形づくられてきたという視点を忘れてはなりません。

田区地域特性

日本有数のビジネス街である丸の内、政治・行政の中心

である永田町,霞が関、1T関連が集積する秋葉原、特色

ある専門店街としての神保町・小川町、閑静な住宅街の

広がる番町・麹町など個性ある地域が皇居を中心に狭い

エリアに存在

神田祭、山王祭などに象徴される江戸以来の文化・伝統

と、1T技術などハイテクノロジーの最先端が共存

政治・経済・産業の活力と、千代田の地を発祥とする多

くの大学や豊かな江戸文化を引き継ぐ区民などが育んで

きた教育・文化的な雰囲気が共存

多様なテーマを有する博物館・美術館・コンサートホー

ル、世界に類のない古書店街、大学や専門・各種学校な

ど豊冨で個性的な文化・芸術資源、多様な学びの施設が

存在

85万人ともいわれている昼問区民と様々な目的でまちを

など訪れる多数の人々

江戸天下祭

山王祭・神幸祭
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図:各地域のまちづくり資源(千代田区都市計画マスタープランより作成)
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観光を取り巻く環境の変化

これまでの一般的な観光施策は、その経済波及効果から商工振興の

一環として、名所・1日跡を活かし、テーマパークやイベントなどによ

り多くの観光客を呼び込み、地域でどれだけお金を使ってもらうかと

いう観点が強調され進められてきました。

高度成長期を経て、レジャーが大衆化し団体旅行中心の観光行動が

一般化しましたが、バブル期以降、個人を単位とした観光が主流とな

リ、昨今では、参加・体験型観光、研修やビジネス視察と連携した観

光、産業観光など、人々が求める観光の幅も拡がってきています。

特に、高い業務機能を有しながら、芸術・文化・歴史・街並・食

エンターテイメントなど都市の持つ多彩な魅力を楽しむ「都市観光」

への関心も高まつています。

都市がこうした魅力を備えることによって、観光客を呼び込むだけ

でなく、豊かな生活空間を創出し、住み活動する人にとっても、生活

しやすいまちづくりにつながっていくものといえます。
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2 千代田区における観光と観光ビジョンの理念

(1)千代田区の目指す観光

千代田区において、「名所・1日跡」や「景勝地」、「テーマパーク」を訪れるなど、一過性の楽し

さを求める「観光」を推進し、単に来街者を増やすことを目指すだけては、来街者の増加による

安全性に対する不安など、ぞこに住む区民にとっては必ずしも歓迎されるものではありません

このため、単に来街者の数を増やすのではなく、「千代田区が持っている魅力を体感したい」、

「千代田区で生活する人々と心の通った交流をしたい」と思う人々を増やし、迎え入れていくこと

が大切です。ぞのためには、個性のない都市化の進行の中で埋もれつつあった、千代田が本来持

つている魅力を、「光」の輝きへと磨きあげ、千代田の「光」に触れたいと思う人々を増やしてい

くことが必要です。また、それは、そこに住み、働き、学ぶ区民が地域に魅力を感じ、誇りを持

てるまちをつくっていくことにほかなりません。

このような「観光」を推進し、地域を訪れる人々との新しい出会いと心の通った交流を育みな

がら、新しい地域活動や文化の創造を促すことが、そこに住み、働き、学ぶ区民の日常生活をよ

り楽しく、豊かなものにすることにつながります。また、それは千代田区を訪れた人一人ひとり

に、千代田を楽しみ、豊かな価値ある時問を提供することにもつながりきす。

千代田区では、「観光」の推進を通じて、住み、働き、学ぶ人々が、楽しく、豊かな日常生活を

送ることができ、だれもが誇りを持てる、魅力あるまちづくりを進めていきます。

2)観光ビジョンの理念

千代田区で生活し、交流する人々が、豊かで価値ある時周を享受できる「観光」の取組みは、

千代田区だけの優位性を強調し、行政のみが施策を進めることで可能となるものではありません

地域内外の多様な主体が協働し、共生の視点で取り組むことによって、はじめて成し遂げられる

ものてす

人々が心から訪れたいと思うまちは、そこに住んでいる人、働いている人、学んでいる人にと

つても優しく、誇りを持てる魅力あるまちにほかなりません。こうしたまちづくりを多様な主体

が参画しながら進めていく上での指針として、以下の基本理念のもと「観光ピジョン」を策定し

ます。

千t田区観光ビジョンの基本理念

千代田区に住み集う多様な人々が誇りを持てるまちに

住みやすく、働きやすく、そして、人々が交流しやすいまち



Ⅱ観光ビジョン実現の方内生

1 観光ビジョンにおける3つのキーワード

観光ピジョンの理念を実現するための取組みを推進していく上で、常に念頭に置くぺきキーワ

ードを「共生」「交流と創造」「癒しと健康」としました

キーワード共生

単に多くの人を集める観光ではなく、環境との調和

を図りながら、高齢者・障害者はもちろん様々な人々

が共に魅力ある地域を形成し、ぞれをお互いに楽しみ

ながら、豊かな時間を過ごせる千代田区を目指します

大手町・丸の内・有楽町地域や秋葉原などの最先端

の都市機能と皇居などの自然・歴史的な景観が共生す

る、千代田区ならではの都市観光の取組みを進めてい

くことが大切です。

また、地方と都市とが対立するという関係ではなく、

補完関係、相乗効果を生む共生の関係を構築し、お互

いに利益を享受しあうには、千代田区は最適な舞台て

す。都市と地方との連携を基軸とする観光施策を構想

していきます。

交流と創造

江戸以来、多くの人々が集い、交流してきた千代田区には、新たな交流を生み出し、それをべ

ースにして技術・産業・文化など新しい価値を創造する可能性が内在しています。ぞれらを実現

していく取組みを推進していくことが大切です。

千代田区で培われている多様な歴史・文化・芸術・学術などに、国内外からの来街者が触れる

機会を幅広く創出し、千代田区に住み、働き、学ぶ人々と来街者とが、ぞれらを通して交流する

ことにより、新たな文化の創造の可能性が拡大します。

また、大量退職を目前に控える団塊の世代の方々の経験や高い意欲を活かすとともに、活動的

で有能な団塊の世代の交流の場、楽しみの場、そして学ぴの場を提供していきます

キーワード3 癒しと健康
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2 観光ビジョン推進に向けた4つのテーマ

観光ピジョンの理念の実現に向け、3つのキ

ーワードを念頭におきながら、具体的な取組み

を推進するために、重点的に取組むテーマを設

定します。

豊富な歴史・文化資源、特色ある地域の存在、

産業の集積、千代田区の地の利などを背景に、

以下の4つを観光ピジョンのテーマとしました。

来展望テーマ1 江戸以来の歴史・文化を

江戸は、自然や環境、地方、異立化との交流など多

様な面で共生を実践し、「交流と創造」の拠点として

先進的な都市機能や都会的センスにあふれていまし

た。

地域に根付いた祭事、日本のこころともいえる桜の

名所、伝統ある老舗の魅力など、江戸以来、庶民によ

り培われた豊かな歴史文化を再認識し、そこに現在

の視点から彩りを添えて次代ヘ伝えていく必要があり

ます。

さらに、千代田区が持っている先進性・先端性と江

戸以来の歴史的・文化的魅力を見出し、地域ヘの愛着

や誇りを持てるような「未来志向」の取組みにもつな

げていく必要があります

こうした取組みを通じて育まれる地域に対する誇り

が、千代田区の魅力を自ら発信することにつながり、

また、地域を訪れる人々へのおもてなしの心にもつな

がります

江戸以来の歴史・文化をべースに未来を展望

歩いてこそ体感できる都市の魅力づくり

新たな交流と創造を促す「産業観光」の推進

全国の市町村との連携・交流を強める

4つのテー

お濠のさくらをライトアップし、現代的に彩りを添える
(千鳥ケ淵)

制" "セ
0 4 "1、,C,. " 剛

1"」,.,

""1"0'0""

東京音頭のもととなった「丸の内音頭」
日比谷公園)

2
 
3
 
4



2 歩いてこそ体感できる都市の魅力づくり

千代田区には大手圖、丸の内、麹町、神田、飯田橋、

秋葉原など個性豊かな地域が皇居を中心とした狭い工

リアの中で円を描くように存在しています。多様な個

性を「歩いて」体験してもらうには最適な地域といえ

ます。今後、それぞれの地域が潜在的に持っている個

性を、さらに魅力あるものに高めていくことが重要で

す。

例えぱ、「裏通り」が面白く新たな発見を楽しめる

地域、緑豊かな都市の自然や癒しの空問を満喫できる

地域、先端のテクノロジーを体感できる地域、多種多

様な食を堪能できる地域などを、弐ち歩きの視点で結

ぴつけていきます。

まち歩きを通じて、都市の中で芸術や文化などが身

近に感じられ、いつも楽しさを感じることのできるま

ちは、区民の日常生活における豊かさや新たな発見も

もたらします。

テーマ新たな交流と創造を促す「産業観の推進

産業観光は、一般的には、閉山された炭鉱などの産

業遺産、企業や岡工場の博物館・資料館、稼動してい

る工場などを見学し、体験・体感する観光をいいます。

しかし、多くの企業が集積し、技術、情報が行き交う

千代田区では、地域全体の産業活動ぞのものが観光資

源といえます。

千代田区において産業観光を推進することは、企業

の有する先進性、伝統的なものづくりの技、全国の市

町村の地域特性など、これまて出会ったことがないも

の同士の交流を促し、ぞれにより新たな価値を生み出

し、次代の産業や社会を担う人材の育成につながりま

す。

例えぱ、秋葉原の先端技術と伝統的なものづくりの

技術とが結ぴつくことで、福祉や環境などの面で社会

に貢献する新たな産業技衍の創造の可能性が広がりま

す。
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交強めテーマ4 全国市町村

千代田区における観光資源は、様々な地域の人々との共生によっ

て培われてきたものです千代田区が日本各地の市町村の「結節点」

として、さらなる情報発信、交流の場を提供することで大きな付加

価値を創造することにつながります。

地方との交流の拠点として、千代田区内には多くの地方がアンテ

ナショップを出店しています。レかし、県レベルの出店がほとんと

であり、地方における真の特色・個性に触れにく<、千代田区との

つながりも希薄でした。今後は、県レベルでは取り上げられにく<、

その個性を発信できる機会が少なかった市町村が、千代田区の来街

者にそれぞれの魅力をプロモーションできるような取組みを、進め

ていく必要があります。

また、単なる地方のプロモーションにとどまらず、千代田区とい

う地域にも貢献できるような都市と地方の連携を推進していきま

す。

例えぱ、「食」の安全・安心に対する関心が高まっている中、全

国の市町村が健康志向でおいしい農産物等のプロモーションの場と

して千代田区というステージを活用することにより、多くの区民、

来街者は本物の食材の一端に触れることができ或す。

また、市町村レペルの事業展開の中で、交流が芽生え、千代田区

民もグリーンツーリズムなどにより地方の豊かな自然を体験できる

など、地方との連携には大きな可能性があります。

学生が運営支援する市町村アンテナショップ
^^

オフィスビルの地下に農園を設け、

都市から農業を発信する新しい試み
(パソナ02)
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3.テーマ推進に向けた取組みと施策の方向感

4つのテーマの推進に向け、重要な3つのキーワードを念頭に取組みを推進していきます。

(1)地域の魅力に触れる一地域の魅力ある資源の認識・発掘一

千代田区で住み、働き、学んでいる人々の多くが、身近な地域の歴史・文化を知っているかと

いえぱ、必ずしもぞうではありません。身近だからこそ知らないことも多いものです。

その時々の時代に、先人が積み重ねてきた地域の歴史や江戸以来の文化はもとより、産業の集

積、進化をし続ける先端技術、日々変化するまちの実態、国内外の結節点としての多様な文化と

の交流など、千代田区の様々な魅力に触れることは、地域の誇りを育むことにもつながります。

また、千代田区で住み、働き、学ぴ、集う人々それぞれが持つ「ふるさと」の文化・感性にお

互いに触れ合うような交流を図っていくことも、結節点としての千代田区に求められています。

取組みの方向,

地域の歴史・文化や日々変化する都市の現況などに触れ

ることをきっかけとして、地域の誇りを育み、これまで

地域活動に消極的であった人々の主体的な参画を促すこ

とが期待できます。

伝統的なものづくりの技、集積する先端技術、千代田の

地を発祥とする大学や日本経済を牽引する企業等の「過

去、現在、未来」などに触れる機会を創出することで、

社会に貢献する新たな技術の創造や、次代を担う人材の

育成につながることも考えられます。

江戸期に培われた庶民による豊かな文化や歴史を、地域

の人々や各地方の人々などとともに発掘・研究すること

で、江戸以来の歴史・文化を見つめ直し、江戸をキーワ

ードとした新たな交流が生み出されます。

先端技術を楽しく体験

(アキバロボット運会



2)地域の魅力を維持し、発展させる一地域の魅力ある資源の磨き上げー

地域の観光資源を、維持し、発展させ、さらに魅力あふれるものに磨き上げるとともに、これ

まで観光資源としては捉えられていなかった地域の資源も、観光の視点で活用する取組みを進め

ます

取組みの方向'

地域の人々や周辺区などと連携しながら、歴史的価値を

有するお濠の保全と活用、神田川、日本橋川などの親水

性の向上などにより、自然と共生しながら水辺を楽しめ

る、都市における癒しの空問を創出します。

千代田区内に点在するさくらの名所について、他の地域

にはない魅力ある観桜スボットとするため、自然と共生

し、癒しと健康に繋がるようなさくらの楽しみ方を提案

していきます。また、江戸以来の観桜風習や桜の季節感

を取り入れた菓子・料理やもてなし方を文化の観点から

再編集するなど、千代田ならではのさくらのイメージの

向上に取り組みます。

官公庁や大学等の研究機関の見学、先端技術・モデルの

体験、有名飲食店の厨房の公開やレシピの字習、伝統工

芸品工房の体験、一般には公開されていない大企業のシ

ヨールーム等の見学など、区内のあらゆる産業や活動の

現場を、ストーリー化・ルート化していきます。

歴史・文化のシンボルともなる史跡や個性的な観光ルー

トなどを分かりやすく示すことによって、地域の魅力を

さらに高めるとともに、多様な人々の交流を促します。

多様なテーマの博物館・美術館・コンサートホールなと

のネットワーク化の推進はもとより、アートが感じられ

る街づくりやミユージアムと飲食店との連携などによ

リ、芸術に触れた後の余韻も楽しめるまちを目指してい

きます。

都心の潤いある水辺に親しむ

(神田川船の会)
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学びながらさくらを楽しむ

(千鳥ケ淵)
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(3)地域の魅力を創る一地域の魅力ある資源の創出

千代田区の立地を活かしながら、多様な人々や文化の交流により、新たな魅力ある地域の資源

を創出していきますまた、千代田区の企業活動の多くを占める中小企業などの技能や発想が新

たに生み出す「種」を地域の魅力として育てる取組みを推進します

取組みの方向感

全国の意欲ある市町村の「結節点」として、全国市町村

の本物指向のアンテナシヨップを展開することにより、

都市と地方が対立するのではなく、補完・相乗効果を生

み出す関係を構築します。そのことが、千代田区と市町

村同士の交流を育み、新たなものの創造につながること

が期待できます。

0都市と地方の交流を幅広く展開するには、単に来

街者の多い地域ヘの出店ではなく、「平和」や「祭

リ」、「食」などのテーマに沿って、アンテナシヨ

ツプが集積し、面的に展開することも効果的とい

えます。出店する市町村の方々、地方にゆかりの

ある区民や在勤者、学生、障がい者など多様な人々が運宮に携わ

る仕組みにより、幅広い交流を促すことにつながります。

失われてしまった江戸時代の名物やイペント、現存する豊富な文化資源

と先端技術を結ぴつけることにより新たな地域の魅力を創出していきま

す。例えぱ、歴史的建造物や浮世絵などの歴史的資源を、先端的技術を

活用して、建築・デザインなど新たな価値を創造していくような取組み

を進めます。

個別の中小企業では商品化しにくい技術・商品などを束ね、新たな魅力

ある資源を創出する機会づくり、多様な人々が交流し刺激しあえる場づ

くり、新たな資源を生み出す人づくりを進めていきます。

広重・江戸名所百景「山下町日比谷外さくら田」
高精度でデジタル化された浮世絵は、活用の可能性を広げる

Ph010gmph 喫006 MU鉛Urn olFino Arls, Boston. A" ri9htsre託Ⅳed
Wi11iam S加叫is Bigelow c011此tion,1911,'135837

郷土の鍋が人と人とをつなぐ
(天下祭・五城目町ブース)
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4 観光・交流しやすい安全・安心な都市環境づくり
観光施策を確実に進めていくためには、千代田区を訪れるあらゆる来街者、住み、活動する多

様な人々が、観光し、交流し、豊かな時周を過ごせる安全・安心・快適な都市環境を構築する必

要があります。

これらの取組みについては、行政の役割も重要てあり、千代田区も観光を基軸として施策横断

的に取組んでいきます。

1)誰もが利用しやすいユニバーサルデザインの視点でのハード・ソフトの整備

千代田区では、皇居を除く区内全域が交通パリアフリーの対象地域となっていますが、誰もが

利用しやすいユニパーサルデザインの視点で、さらに取組みを進める必要があります。こうした

取組みは、個々の施設だけで考えるのではなく、移動しやすい空問の整備もあわせて進める必要

があります。また、多言語化や音声案内など表示,ガイド機能の面でも外国人の方、障がいのあ

る方はもとより、すべての人々に分かりやすいものにしていく必要があり弐す。

2)いつでも、どこでも手軽に必要な情報を受発信できる取組み

インターネットや携帯電話は飛躍的に普及しており、ぞの機能も

秒進分歩に進化しています。これを受け、訪れた人がまちのいたる

ところで、必要な情報をいつでも手軽に入手できる環境づくりが必

要です。

イベント等千代田区の魅力に触れる機会を創出する情報はもとよ

リ、初めて千代田区を訪れた人ヘの案内情報などを利用しやすいツ

ールを活用して提供していきます

(3)徒歩と組み合わせた多様な地上交通による移動・

回遊性確保を検討

千代田区の交通インフラは国際的にも高い水準にあります。しか

し、地下鉄の駅が多いということから、初めて訪れた人には、わか

りにく<、使いにくいという面もあります。今後、観光の観点から

も巡回パスやIRTなと多様な地上レペルでの交通の確保について

検討していくことが必要です。特に、 LRTは、事業採算面や都市の

交通政策上の課題がありますが、環境やユニバーサルデザインの点

では優れており、徒歩と組み合わせた地上レベルでの回遊性を向上

する可能性も持っています。

LRT:Li9htR訓Transit の略環境・観光・ユニバーサルデザインなどの観点から路面電車を進化させた新しい交通システム

観光資源の情報に携帯電話
手軽にアクセスできる

丸の内ユビキタスミュージアムの

h壮P:11tokyo・dmy.jpl
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4)伝統的建築物、水辺空間などの環境保全と景観づくり

良好な都市環境や景観づくりは都市の魅力を創出する重要な要素です。特に、水と緑にあふれ

た水辺空周は、都市に癒しと潤いを与え、人々が集まる魅力的なスポツトになります。日本橋川

や神田川、皇居の濠などの水質を改善し、親水性のある都市空周を創出していく必要があります。

(5)誰もが安心・安全に地域での豊かな時間を過ごせる仕組みの構築

これまで区の多様な人々が参画しながら進めてきた

生活環境や安全・安心の取組みをさらに推進していく

必要があります。また、訪れた人、特に海外からの旅

行者が犯罪に会ったときのサボート体制の整備などを

検討していくことも必要です。

また、災害はいつ訪れるかわかりません。観光交流

でにぎわう地域では、迅速で正確な情報提供を行う手

段を整備していく必要もあります

都市機能と歴史景観が共生
丸の内オフィス街と皇居内

歴史的建造物をライトアップ
東京駅

,

病

地域の生活環境と安全・安心を守る
(生活境バトロール



5 取組みを推進していくために

(1)「地域の総合力」を生み出す地域内連携

観光に関する取組みを進めていくためには、地域と

産・官・学の協働が不可欠です。多面的な連携により、

"地域の総合力"を結集して取り組むことで、大きな

相乗効果が発揮できます。

地域の多様な主体が参画する地域密着のイペントな

どを通して、地域内での心の通じあう交流を育み、地

域自体が持つおもてなしの心が形づくられていきま

す。こうした地域の輪は、来街者などとの心のかよっ

たさらなる交流を創出することになります。

2)「交流と創造」を生み出す地域間連携

全国各地の市助村との連携により、区内の事業者は、

いながらにして全国の多様な市町村のモノ,情報・人

との交流の機会が得られます。また、こうした連携を

通して新たなビジネスチャンスの創出も期待できま

す。

都市と地方が、互いの強みを出レ合い、互いの弱み

を補完しあう連携が必要です。例えぱ、市町村のアン

テナショップの展開は、本物志向で意欲のある市岡村

の特産物の都市におけるプロモーションを支援するこ

ととなります。このことが、千代田区にとっても地方

との交流を促す自治体としての評価と大きな集客資源

を獲得することにつながります。

また、観光振興に力を入れる国や都、周辺区とも必

要な連携を行っていくことも大切です。

^

＼＼

地域の様々な人々の参画が地域の活力を生も
(「万世橋ルネッサンス」秋葉原UDXヒル

(3)「観光」の視点での施策間連携の推進

観光に関する取組みは、産業、文化・芸術の振興、まちづくりなど行政のあらゆる分野に関連

するものであり、このビジョンの目指すべき理念を念頭において施策横断的に推進していきます

宅'訂
.

4)多様な連携の中核を担う組織の確立

ピジョンで示す取組みを機動的に具体に進めていくためには、行政のみでできるものではなく、

千代田区で活動する企業群や、地域の魅力の向上に取組む区民等多様な主体を結ぴ付ける民問主

導の中核組織が必要です。中核組織としては、千代田区内の企業が多く参画している千代田区観

光協会の役割が重要となります。

〆'

吻

'

サンクス抑田西店

＼

L

秋田・湯沢市との民問交流

神田駅西口商店街の絵とうろう祭
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(5)観光施策の担い手の育成

観光を通じたぎちづくりを進めていくためには、地

域の中で具体に観光施策のプロジェクトを推進し、地

域の魅力を磨きあけていく人材や地域の魅力を分かり

やすく伝える観光ボランティアなどを育てていく必要

があります

千代田区で働き、学ぶ区民が、千代田区の魅力に触

れ、それらを感じ、誇りに思い、そして、千代田区の

魅力を自ら伝え、観せる「サポーター」にもなっても

らえるような取組みを行うことも必要です。

誰もが誇りを持ち、魅力あるまちを実現していくた

めには、千代田区に住み、働き、学ぶあらゆる人々が、

観光を通じたまちづくりの担い手として、相手を思い

やる気持ちを持ちながら、訪れる人との心の交流によ

る紳を深め、自ら地域の魅力を磨き上げていくことが

重要です。千代田区を訪れた人々をあたたかく迎え入

れ、千代田の地でともに楽しく、豊かな時周を過ごす

ことがてきるような取組みを進めていくことが大切で

す。

金、
多計ヅ

さくら竃

さくらサホー

企区の花

地域の重な観光資源であるさくらを守る
(さくらサポーターの募集
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千代田区民・事業者の観光振興ヘの意識・

日本人の観光に対する意識・

千代田区の観光資源の状況・

参考事例・

体感できるまちあるき

市町村アンテナショップ

・地域の魅力を高める取組み

・ユニバーサルデザインのまちづくの

・観光と連動する多様な地上交通

・水辺空間の活用

・多様な主体を結びつける取組み

・都市と地方との交流

【資料編】
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千代田区の観光振興ヘの取組み方
<千代田区民の意識>

8.4%

65%

候撮興意識

囲千代田区としても、より積極的に観光施策に取り組むべきたと思う

口観光は、観光施設や民問事業者の集客努力等に任せ、行政機関はそ
の支援に徹するべきだと思う

口干代田区の観光は、東京都や各観光施設の取り組みに任せれぱ良い
と思う

口分からない

口不明

「平成16年度干代田区観光ピション策定に伴う実態調査」千代田区・(財)日本交通公社

1 1.9%

26.1%

出典

47.1%

千代田区の事

千代田区の観光振興ヘの取組み方
<区内事業者の意識>

8.2% 6.4%

8.5%

観振興意

囲千代田区としても、より積極的に観光施策に取り組むべきだと思う

凹観光は、観光施設や民問事業者の集客努力等に任せ、行政機関はそ
の支援に徹するへきたと思う

口千代田区の観光は、東京都や各観光施設の取り組みに任せれぱ良い
と思う

口分からない

口不明

平成16年度千代田区観光ビジョン策定に伴う実態調査」千代田区・(財)白本交通公社

22,700

542%



千代田区で観光振興に取り組むことへの期待

区のイメージアップ

飲食業や宿泊業などの振興

街が賑やかになる

交流による、新たな文化の創造

高齢者の活躍の場が広がる

波及効果による地場産業の振興

新たな観光関連産業が創造される

特に期待はない

その他の期待

不明

千代田区で観光振に取り組むこと

4010 20 300

回答率偶)

「平成16年度千代田区観光ビジョン策定に伴う実態調査」千代田区・(財)日本交通公社出典

外来者の増加による治安の悪化

人が増えることによる騒音やゴミの増加

交通環境の悪化(交通渋滞や路上駐車

落ち着いた住環境、雰囲気の破壊

特に心配はない

日常生活が脅かされるのではという漠然とした不安

その他の心配

不明

0 10 20 30 40 50 60 70

回答率(%)

「平成16年度千代田区観光ビジョン策定に伴う実態調査」千代田区・(財)日本交通公社

千代田区で観光振興に取り組むことへの不安

出典

干代田区で観光振興に取り組むことへの不安

口区民

事業者

口区民

事業者

50



千代田区の観光における重要項目(区民アンケートよ

歴史的建造物・美しい街並みなどの保全・活用・造

歩いて楽しめる環境づくり・街路整備

千代田区内の隠れた魅力の発見

観光案内所や観光マップ、ガイトの充実

ホームヘージ、雑誌、テレビなどでの情報発信

旅行会社や交通機関と連携した観光ルートづくり

観光バス乗降場整備やハーク&ライドなど交通環境の改善

対象となる来訪者の属性や規槙などの把握調査

現在のイベントや集客施設などのさらなる活用

観光振興を行う民間企業や団体ヘの支援

観光推進組織の強化

新たなイベントの実施

不明

千代田区で銀光振 重 項

千代田区の観光における重要項目(事業者アンケートより)

歴史的建造物・美しい街並みなどの保全・活用・創造

歩いて楽しめる環境づくり・街路整備

千代田区内の隠れた魅力の発見

観光案内所や観光マップ、ガイドの充実

ホームヘージ、雑誌、テレビなどでの情報発信

旅行会社や交通機関と連携した観光ルートづくり

観光バス乗降場整備やパーク&ライドなど交通環境の改善

対象となる来訪者の属性や規模などの把握調査

観光振興を行う民問企業や団体ヘの支援

現在のイヘントや集客施設などのさらなる活用

観光推進組織の強化

新たなイペントの実施

不明

0 10 20 30 40

回答率(

出典:「平成16年度千代田区観光ビジョン策定に伴う実態調査」千代田区・(財白本交通公社

0 10 20 30

回答率

40



2 日本人の観光に対する意識

(1)行ってみたいと思っている旅行タイプ

日本人が行ってみたいと思っている

旅行タイプの回答によると、千代田区で

も重要な要素となる「グルメ」は2位で

約半数の旅行者が魅力を感じておの、

「歴史・文化観光」については、約4割

の旅行者が魅力を感じている。「ショッ

ピング」「町並み散策」「都市観光」「芸

術鑑賞」「花の名所巡り」なども含めて

ここ数任でいずれも人気が上昇傾向に

ある

温泉旅行

グルメ

周遊観光(自然)

周遊観光(歴史・文化

テーマノ、ーク

海浜りゾート

和風旅館

世界'産巡り

おしゃべり旅行

ショッピング

高原りゾート

町並み探索

リゾートホテル

都市観光

動物園・フK族館

海水浴

祭・イベント

スキー

自然現魚観賞

秘境ツアー

芸術鑑

花の名所巡り

マリンスポーツ

登山・山歩き

スポーツ観戦

釣り

ロケ地巡り

クルーズ

オートキャンプ

地域工芸体験

ゴルフ

(財)白本交通公社による「旅行者動向調査」

1叫1井・海外床行打の愆搬と行動を把蝉寸るために

1辨)3 作以降,午11川の頻度で尖施し,Π笊行打卯"司」と

Lて発央している。

捌代対象:余国 IH 歳以 11U)屶女

胴介力法:郵送による闘査票の配布と1川収

回等行本人による筆記訓査

捌介時捌:俳司ι 10 jl

朋賓数:配布数 1琵午d.000柴

1"1収数 2,小10 禁(2006 {1り坂)

2.5Π票(2005 作1坂)

1"1収率 61.0%(20061手版)

G2.H%(2005 坪版)

調作内響:観光レクリエーション味行の火熊,ヰ芋との

旅行スタイルの絲験と.迄ル1,行つてみたい

旅行,嫁行の動織など

0

エコ'ソアー

出典:「笊行者動向2006」(財)日本交通公社

2005年

2003年

2001年



(2)旅行の機(キーワードとの関連性)

日本人の旅行の動機を見てみると、上位3位は「日常生活から解放されるため」防矢先

のおいレいものを求めて」「保養、休餐のため」という精神的・身体的癒しを求めた動機

が並び、寡族や友人といった身近な人との交流、創造につながる刺激や教養、現地の人

との交流がその後に続く。

日常生活から解放されるため

旅先のおいしい物を求めて

保養、休養のため

思い出をつくるため

家族の親睦のため

友達とのつきあいを楽しむため

感動Lたい

未知のものにふれたくて

美しいものにふれるため

知識や教養を深めるため

現地の人や生活にふれたくて

ぜいたくしたい

何の予定もない時間を求めて

思い出の場所を訪れるため

自分を見つめるため

健康増進のため

なんとなく

一人になりたい

みんなが行くから

ハプニングを求めて

身体をきたえるため

新しい友達を求めて

悲しみからの逃避のため

異性との出会いを求めて

0% 10%

共生・交流と創造系の動機

20% 30% 40%

癒しと健康系の動機

50% 60%

^

70%

^

出典:「旅行者動向2006」(財)日本交通公社

2005年

02003年
02001年



(3)京観光に対する心

全国の旅行者で東京観光に興味があるという回答をした床行者(約4割)のうち過半

数が、興味をもっている要素とレてあげたのは、雰囲気のよい場所(老舗料亭やおしゃれ

なレストランなど)での食事や新しく開かれた街、歴史的な建物や公園偲1)。千代田区

はこのいずれの要素も持ち合わせているが、行きたい場所としての認知度は高くない{図

*東京観光都心部でのショッヒングやレジャー、瓢i,i旧跡巡りとして訓

新しく開かれた街に行きたい

デパート等で買い物したい

専門店で専門品を買いたい

高層ビルから東京眺めたい

テーマパーク等楽しみたい

湾岸や上空をクルージング

スポーツ観戦・コンサート

都市型りゾートホテル泊る

おしゃれなレストラン

世界中の料理を味わいたい

史跡や文学に登場する場所

歴史的な建物や公園

寺院や神社に行きたい

お祭りや縁日に行きたい

東京の河で水上散策

老舗で伝統的なもの買う

古店街で本を探したい

骨董品や郷土資料鑑賞

伝統芸能を鑑賞したい

職人の技を見たり体験

老舗料亭で料理を味わう

無回答

図1東京観光で興味のあるもの(複数回答)

0% 10% 2鳴 30% 40% 50% 60% 70%

出典:「旅行者動向2005」(財)日本交通公社



田

両国

浅草

谷中・根津・千駄木

上野

本所・深川

柴又

御茶ノ水

月'・佃

本郷

番町・麹町

築地

銀座

丸の内

日比谷

神保町

神楽坂・田

の

無回答

新宿

j典谷

秋葉原

上野

六本木

お台場

汐留

銀座

原宿

青山・表参道

口川

丸の内

池袋

恵比寿・代官山

下北沢

その他

無回答

図3東京観光で行きたい「最先端の流行を追う」場所(複数回答)

眺 2佛10% 30% 40%



3 千代田区の観光資源の状兄

観光資源台帳による観光資源の分布状況{平成16年度観光ピジョン策定に伴う実態調査から

千代田区の観光資源の特性を把握するために、以下の分類を行った。

財団法人日本交通公社UTB月の観光資源台帳、東京都観光資源台帳、各種ガイド

ブック等から千代田区が有する資源を抽出し、「自然系」・「歴史系」・「都市系(文化施

設・ホテルなど)」・「生活系(年中行事・イベントなど)」という大きく 4 つの分類

を行った。さらに、跡地や碑という形の観光資源の多さを鑑みて、歴史資源につい

ては現存するものを「歴史系」とし、跡や碑だけのものを「史跡系」の2つにわけ、

計5つの大分類を行った。

千代田区全体としては、都市系の資源が極めて多く、続いて、「歴史系資源(跡や

碑だけ)」や、「歴史系資源(現存)」、「生活系資源」の順である。「自然系資源」は、

数という面からは少ないが、弁慶濠や千鳥ケ淵といった千代田区を代表する観光資源

が多い。

千代田区全体

生暦系

.・'、.・'、、・卯・、・."・.
...、...

'・"、・、;、・・'..,ど'、"・.、'・...歴史系餌,宇ノ

'.'.3Q '゛P' 3βjj/

月然系
40.

才0.
00.

133
都市系

.
.

.

歴史系剛や律だ/ガ

.

.
.
.



区まちづくり推進部資料及び都都市整備局.

場所

九段南16 5九段会館本館

大手町2 11大手町野村ビル

丸の内18 2第一鉄鋼ビルディング

日上ヒ谷公園日比谷公会堂・市政会館

霞が関111法曹会館

永田町2 16 1日上ヒ谷高校資料館・正門・塀

紀尾井町7上智大学1号館

三番町16 16九段小学校

九段コヒ3 11靖国神ネ土本殿

九畢妾北3 11靖国神ネ士拝殿

九上受コヒ3 1 1靖国会館

九段コヒ3 11到着殿

九段コヒ3 11靖泉亭

九f曼北3 11能楽堂・舞台

九段メヒ3 1 2遊就館

富士見1 2 32東京ルーテルセンタヒル

富士見1 2 5暁星学園,董堂と塀

西神田241東方学会本館

神田神保町121文房堂ビル

神田神保町224誠,D堂書店

神田神保町315今荘

ーツキ喬2 2 1共立講堂

猿楽町235猿楽町町会言吉所

神田駿河台11山の上ホテル本館

神田駿河台16お茶のフKスクエアA館

神田駿河台429高畠宅

神田淡路町2 10藪麦

神田須田町13岡(株)

神田3頁田町13山本歯科医院

神田須田町111いせj原本館

神田須田町113神田まつや

神田須田町115ぼたん

神田須田町119竹むら

神田須田町2 13海老原商店

神田須田町225柳森神社

神田司町28花与

神田司町2 10志キ寸印吊1

鍛;台町1 6 10山梨中央銀イテ東京支店

外神田2 5 11明神下神田川本店

外神田2 8 14神田明神下料亭新開花

外神田2 16 2神田明神本殿

外神田2-18 15天野屋(あま1酉)

有楽町1 - 1 3- 1旧第一生命館(DN夕ワ-2 1)

神田淡路町2-3第 I KS ピル

「景観まちづくり重要物件」とは千代田区景観まちづくり条例第23条に基づき景まちづく・:

りにおいて重要であり、広く人々に親しまれた歴史的な価値を有する建築物等を指定したもの。

表中「都選定」に0がついている物件は「都選定歴史的建造物」。東京都景観条例第 29 条に・:・

基づき歴史的な価値を有する建造物のうち景観上重要であるとして東京都景観審議会の答申と所
有者の同意を得て都が選定したもの。(文化財を除く)

料に基づき作成)

都選定

景観まちづくり重要物件

建物名

景観資源 建物現 現在)

0
0
0
0



種別

【参考】千代田区内の文化財(一指定)

旧江戸城田安門

旧江戸城清水門

旧江戸城外桜田門

東京駅丸の内本屋

明治生命保険相互会社本社本館

日本ハリストス正教会教団復活大聖堂
(ニコライ堂)

旧近衛師団司令部庁舎

法務省旧本館

建造物

件名

北の丸公園

特別史跡

平 18 4 1日現在

所在地

北の丸公園

皇居外苑

江戸城跡

丸の内一丁目9

史跡

丸の内二丁目1

江戸城外堀跡

神田駿河台四丁目1-3

北の丸公園

霞が関一丁目1

天然記念物

常磐橋門跡

江戸城跡のヒカリゴケ生育地

日本工業倶楽部会館

松本家住宅主屋

太洋ビルディング(丸石ビルディング)

カトリック神田教会聖堂

学士会館

神田神社本殿等

第一KSビル

山本歯科医院

千代田

北の丸公園

皇居外苑

富士見二丁目・九段北四丁目・五
番町・六番町・麹町六丁目,紀尾
井町・霞が関Ξ丁目・新宿区・港
区

大手町二丁目7番

建造物

北の丸公園

丸の内一丁目4

神田多町二丁目9

鍛冶町一丁目10-4

西神田一丁目1-12

神田錦町Ξ丁目28

外神田二丁目16-2

神田淡路町二丁目3

神田須田町一丁目3-3

有
形
文
化
財

記
念
物

登
録
有
形
文
化
財



種別

【"考】千代田区内の文化財(都指定)

有形文化財

前野町'跡出土弥生土器

無形民俗文化財民俗芸能江戸の祭嚇子神田嚇子

史跡神田下水

北町奉行所跡

評定所及び伝奏屋敷跡

林大学頭邸跡

東京府庁舎跡

件名

旧日比谷公園事務所

日本水準原点標庫

茂呂'跡出土石器

建造物

考古資料

日比谷公園

永田町一丁目1

平成18年4月1日現在

所在地

神田地区

神田多町二T目8から鍛冶町一丁目5に至
る特別区道

丸の内一丁目8

神田駿河台一丁目1

記念物

南町奉行所跡

蕃書調所跡

塙検校和学講談所跡

加藤清正邸跡

丸の内一丁目4

丸の内二丁目1及び2

丸の内三丁目5

有楽町二T目7及び8

九段南一丁目6

柳の井・桜の井

関東大震災協力防火の地

三番町24

永田町一丁目1

千代田柳の井)

お玉が池

滝沢馬琴宅跡の井戸

滝廉太郎宅跡

将門塚

永田町一丁目1 桜の井

神田佐久問町一丁目・同二丁目・同三T目・
同四丁目・神田平河町・神田松永町・神田和
泉町

岩本町二T目10

九段北一丁目5

一番町6

大手町一丁目1

旧
跡



種別

【参考】千代田区内の文化財(区指定)

建造物

件名

日枝神社境内末社山王稲荷神社本殿

平河天満宮銅鳥居

英一蝶六曲一双源氏物語「明石・澪標」
図屏風

絹本着色紅梅図徳川綱吉

絵画

絹本墨画岩に鵤鵠図徳川綱吉筆

紙本墨画淡彩枯野雉図徳川家治筆附
拝領御筆之御絵添書1通

絹本着色山王社頭之図

平成18年4月1日現在

所在地

永田町二丁目10-5

平河町一丁目7-5

神田明神祭礼絵巻

太田姫稲荷神社縁起絵巻 1巻

彫刻

紙本着色仏浬藥図伯喬筆

木造阿弥陀如来坐像

銅製梵鐘

銅製燈

文化二年奉納山王大権現神号肩額

銅製梵鐘大手町二丁目5番地先出土

日枝神社社務日誌

日枝神社朱印状

万控帳

平河町'跡出土資料陶器壷・陶器皿

工芸品

日枝神社
永田町二丁目10-5

工芸品・
考古資料

古文

神田神社
外神田二丁目16-2

柳森神社
神田須田町二T目25

考古資料

心法寺
麹町六丁目4

紀尾井町'跡出土紀州藩邸関係資料

歴史資料

贈右大臣大久保公哀悼碑

日枝神社
永田町二丁目10 5

四番町1

四番町歴史民俗資料館

日枝神社
永田町二丁目10-5

工部大学校吐碑

水野年方顕彰碑

三谷長三郎胸像

四番町1
四番町歴史民俗資料館

紀尾井町3
清水谷公園

霞が関三丁目2

神田神社
外神田二丁目16-2

外神田二丁目19
宮本公園

有
形
文
化
財



種別

【、考】千代田区内の文化財(区指定)

狛犬

力石

狛犬

件名

百度石

常夜燈

水盤(激盟)

力石

日枝神社
永田町二丁目10-5

狛犬

所在地

力石

石獅子

平河天満宮
平河町一丁目7-5

鉄製天水桶

水盤

心法寺

麹町六丁目4

大伝馬町八雲神社鉄製天水桶

祖講関係石造物群

築土神社
九段北一丁目14-21

山車人形熊坂

小舟町八雲神社鉄製天水桶

力石群

富士講関係石碑群

富土講祭祀具附登拝装束一式

特別登録
文化財

神田神社
外神田二丁目16-2

山車人形(飛騨匠)頭一式

有形文化財
(建造物)

神田の商家生活用具

力石

日本水準原点標庫

柳森神社
神田須田町二丁目25

四番町,
四番町歴史民俗資料館

三番町18
東郷元帥記念公園
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.千代田区内における道府県アンテナショップ

事業概要(主な取扱商品等)所在地名称

千代田区有楽町【物販】菓子、農畜水産加工品【情報コーナー】北海道どさんこプラザ

千代田区富士見【物販】畜水産加工品【情報コーナー】あおもり北彩館東京店

【物販】農畜水産加工品,、工芸品、酒【情報コー
千代田区有楽町

ナー】

【物販】菓子、農畜水産加工品、酒【飲食】【情報
千代田区霞ケ関コーナー】【U夕ーン情報センター】

【飲食】蕎麦店【ビジネスサボートセンター】

【物販】畜水産加工品、菓子、酒【飲食】【情報
千代田区有楽町

コーナー】

【物販】菓子、農畜水産加工品、酒【情報コー
千代田区有楽町

ナー】

【情報コーナー】【物販】

【物販農水産加工物、菓子【情報コーナー】
千代田区有楽町

【多目的サロン】

【物販】さつまいも館、工芸品【飲食】黒豚、き
千代田区有楽町びなご、本格焼酎

U・U夕ーン/新規就農サポートセンター】

【参考】千代田区内等の地方アンテナショップの現状

花まるっ秋田ふるさと館

やまがたプラザゆとり都

いきいき富山館

加賀・能登・金沢江戸本店

滋賀県東京観光物産情報センター千代田区有楽町

※板橋区と交流のある自治体の特産物販売観
光情報の提供、イベント等も実施
【物販H情報コーナー】

わかやま喜集館

かごしま遊楽館

.千代田区内の市町村アンテナショップ
所名

事業概要

ふれあい神田市場
(嬬恋村アンテナショソプ)

※武蔵野市の友好都市の物産販売や観光情
報の提供
【物販】【情報コーナー】

平成18年6月千代田区調ベ

なごみま鮮果(三浦市東京支店)

. ナ、

とれたて村
(八丈町、鴨川市、栗山村、榛名
町、妙高市、川口町、尾花沢市、最
上町、長崎市)

、アンテナシ、、プ

名称

千代田区東松下町

地

麦わら帽子
(南砺市、安野市、白浜町、遠野武蔵野市吉祥寺
市、長岡市、大崎上島町、酒田市)

千代田区神田鍛冶町

明治大学のゼミのプロデュース1、より神田の空
き店舗を活用して群馬県嬬恋村の野菜や加工
品の販売を行うアンテナショソプとして展開
【物販H情報コーナー】
※明治大学のゼミのプロデュースにより神田の
空き店舗を活用して神奈川県Ξ浦市のアンテナ
ショソプとして展開
【物販】【情報コーナー】

所在地

板橋区大山



参事例

く伝かせる商品づくり一駅からハイキング(JR東日本

東日本旅客鉄道鰯(JR 東日本)では、近距離・日帰り旅行者を

対象として、「駅からハイキング&ウォーキングイペント」を実施

している。千代田区が含まれる山手線の内側で行われる企画は特に

人気が高く、各回 2,000~4,000 人と多くの参加者がある。歩道が

整備され歩きやすいことや観光資源が近接していることなどから、

都心部での企画も多く、地域の歩いて楽しめる魅力、ニユースポッ

トなどを随時取の込み実施されている

体感できるまち歩き

食田区を含むコースの例

平成 16年11月 U 日(土)実施募集定員:2,000名

「白本有数の電気街、ビジネス街秋葉原・神田に歴史の跡を求めて」

(寺社、博物館、学生街、古書店街、老舗の並ぶ界隈など見どころ満載のコース)

【コース】秋葉原駅→田θ一湯島聖堂→ニコライ堂→' →浅草見附跡→人形・玩具

問屋街一秋葉原駅

くさるく博(

平成 18年4月1日~10月29日の212日間で「長崎

さるく博」が初めて開催された(※さるく=歩くの長崎

弁)。これにあわせて、地元住民らが中1山となり42のま

ち歩きコース(うち31コースは市民ガイドの解説付き

の有料ツアー)がつくられ、総計約6,800回のツアーを

準備、およそ延1,000万人の参加者を記録した。2年前

よの「市民プロデユーサー」、「さるくガイド」「さるく

サポーター」を募集し実地研修・プレイベントを実施し、

まち歩きツアーの改善と人材の育成を図ってきた。ガイ

ド付きまち歩きコースに何度も参加できる「長崎通さる

く手升3」(1枚2 千円)の販売等りピーター集客にも力

を入れ、大き恋効を奏した。現在は、これらの商品の日

常化ヘ向けて準備を進めている。

駅
長ウ"ーキングずベント

、イキンブ

県崎市

JR東日本駅からハイキンク
パンフレット

さるく博マスコットキャラクター

出典:長崎県長崎市
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市町村アンテナショップ

く全国ふる里ふれあいショ瑠7一とれたて村(東京都板橋区

平成 17年10月、板橋区ハッピーロット大山商店街内に、

区の空き店舗対策事業の一環として、全国のまちやむらとの

交流を目的とした常設の全国ふる里ふれあいアンテナショッ

プ「とれたて村」がオープン(商店街振興組合が運営)。以前

から区と交流のあつた 9 市町村と連携して、単に、特産品を

おくだけでなく、これらの市町村の観光情報を発信する場、

また、各地の生産者に消費者の反応をフィードバックする場

として機能しながら、商店街の活性化にも大きく寄与してい

る。この成果が認められ、平成18年、中小企業庁の「がんぱ

る商店街77選」に選定された。薮た、同年9月には、6市町

村と連携した2号店が上板南口銀座商店街にもオープン。

,4

.

六
村

. ゛ ^

出典: h廿P: VVWW.haro.or.jp
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く京都の「花灯路」ーオフ・滞在してもらうだ働の新だな取組み

(京都府京都市

京都で、冬の閑散期対策

として歴史的文化'産や町

並み、竹林などを行灯で照

らしつなぐ「花灯路」を実

施。 2003年から東山、 2005

年から嵯峨・嵐山で毎年開

催し、多くの観光客が訪れ

る新た恋京都の風物詩とし

て定着しつつある

地域魅高取

<オーフンカフ工実験石川県金沢市)>

金沢では、国土交通省道路局の支援のもと、市内のシンボルロード(広坂通り)におけ

るオープンカフ工実験に取りくんでいる。この実験にあわせて、カフ工だけでなく、路上

アートマーケット、アートギャラリー恋どの街の賑わい創出イベント、自転車利用促進活

動(自転車走行レーンの設置)なども実施している。これらによの醸し出される雰囲気の

良さが来街者、商店街関係者両者から評価されている

出典t財団法人日本交通公社

げ」̂

'

噂圏

出典:国土交通省道路局Hp http: WWW,mlit.80,jD road demopro

.禽.
..

、一
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くすぺての人に優しい福祉観光都市岐阜県山市

高山市では、市民や観光客が高齢化している現状を捉え、1996年から「高鹸化社会ヘの

対応」と、「高齢者や障害者に配慮した観光政策」を最優先テーマとして設定し、「住みょ

いまちは行きょいまち」というコンセプトで、福祉観光都市づくりを進めている。

首都圏在住の障害者と高齢者を対象に、モニター

旅行を重ねることで、飛騨高山観光の課題把握を行

い、それをもとに、市役所のさまざまな課と市内の
血

多様な事業者とが役割分担・連携しあって、施策を

連動的に実現させてきた。

ユニバーサルデザインのまちづくり

道路の段差解消、暗渠蓋の整備、車いすトイレの

設置などのハード整備だけでなく、車いすの貸し出

し、福祉バス「のらマイカー」や福祉タクシーなど

の足の確保、「車いすおでかけマップ」や「おもて

なし3砧日」のようなバリアに関する情報の発信、

福祉フエスティパル、学校教育との連携恋どによる

市民や事業所等の意識啓発に取組んできた。

.

具"皐

.い肯おて吋"マウブ

出典:財団法人日本交通公社

.
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様地通観連動

上交通・巡回バス(これ孝での千代田区内での取り組み<

.丸の内シやトル(生活・観光の足' 2003年遅行開始)

「丸の内シャトル」は、南北に広がる丸の内エリアを巡る環境にやさしい無料巡回電気

バス。「バスナピ」でオンライン運行情報も提供。周辺美術館の企画展やさくら祭などの

催事にあわせた柔軟恋運行ルート設定も試行している。

.スカイバス(見所を由手軽にひと孝わι1' 2004年10月遅行開始)

2階建てオープンバス「スカイバスT01くY0 は、都1山の自

然と歴史的景観が残る皇居と都市の販わいが感じられる丸の
^

内・銀座を、約45分(大人1,200円)で手軽にひと回りして

いる。多くの人の二ーズが想定されるもののこれ薮でなかった舎
コース・時間設定で実施

.山ヲイトレール(2006年4月行開始)

.甲................................................................................................................................................

出典:財団法人日本交通公社

上交通・ LRT (弓イト・レール・トヲンジ吋トヰ欠世代型路面車システム)>

国土交通省のLRT総合整備事業※を適用

了した第一号路線として富山ライトレール(愛
.

称ボートラム)が注目を集めている。西日本

旅客鉄週掬(JR西日本)の富山港線を母体と

して整備、富山ライトレーノU掬(富山市によ

る第三セクター)により運営されている。

市の弐ちづくりの基本方針である「公共交

通の活性化によるコンパクトなまちづくり」 出典: httD: VVWW.t-1r.CO.jp

沿の一環として実施された事業で、バス路線の再編によるバスとの乗継ぎ利便性の向上、

線での駅前広場や駐輪場整備とあわせた総合的・一体的恋整備が行われた。一日平均乗客

は約5,100人で゛R時代の約2.3倍となり、市民や来訪者の重要な足となっている。

※LRT整備に対し、国土交通省の関係部局が連携して、各種補助事業(鉄道局によるLR

Tシステム整備補助、道路局と都市・地域整備局による路面電車走行空間改築事業、都市・地域整備局

による都市再生交通拠点整備事業等)を一括採択する恋ど、一体的・総合的に支援する事業。

LRTは、観光振興ヘの効果はもとより、人にも環境にも優しい公共交通として注目され

ている。しかレ、我が国では関係主体間の合意形成、コスト負担、導入空問の制約など多

くの課題がある。そこで、国土交通省は、 LRTの整備促進のため、各種支援を充実させつ

つあり、全国各地で本格導入を目指した動きがでてきている。
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.淘外の状況

海外においても、環境面、ユニパーサルデザイン面での優位性から、欧米を中1山に 70

以上の路面電車・LRTの復活・導入が進んできている。

図:海外における路面電車'入状況

五

.

3

打席章

"序虹

6

出典
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これからの都市交通(都市交通研究会)
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70年ぶりに復活した路面電車(仏・パリ)

60

50

'0

30

即

10

0

出典!http: wwwtramway.Daris.fr
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辺空間用

<「ぐるっと松江堀川紡ぐι1」(島根県払江市

水都松江のシンボル松江城を取り囲む堀川では、浄

化プロジエクトの機運に乗って、19町年から観光遊

覧船の運航を開始発着場は 3 箇所、コース全長約

3.7km、遊覧時間約 50分間で、松江城や武寡屋敷恋

どの町並みを川面から楽しめる。桁高の低さに対応し

た可動式の屋根、冬季のこたつ船、船頭のガイド恋ど

も独特の魅力で、年間約30万人の利用者を集める。

多様な主体を結びつける取組み

浜観光フロモーションフォーラム」(神奈川県横

横浜観光プロモーションフォーラムは、観光・コンヘ

ンションに携わる意欲ある企業、団体、市民事業者等が

相互に連携し、横浜の集客力を高める具体的な取組みを

展開することを目的として、平成15年9月1日に設立。

フォーラムでは、定期的に募集している「横浜ヘの来

訪者を増やすユーーク恋事業」を、「集客性」、「発展性」、

「波及性」、「独創性」、「計画性」、「ネ士会性」の視点で審

査、認定。認定された事業は、フォーラム全体で支援す

る仕組みをとっている。

これにより、「横浜バースデー」や横浜ウエディン

グ」といった新たな商品がつくられ、首都圏の若者を中

1小に注目されている。

フォーラムの会員数も、当初の89事業者から 3年間

で倍以上の194事業者にまで増えている。

出典:財団法人日本交通公社

'

横浜観光プロモーションフォーラ△

認定マーク

..輩,
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横浜ウエディングVveb

h杜P: WWW.vvelca、ne.city.yokoba
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く井ンパク・ ONPAκυ偶U府八り."1,,泊覧会)(大分県別府市

別府では、個性ある8つのエリア毎に行われている漆ちづくりの動きをつなぎ合わせる

ために、インターネットによる情報の連携、イペントによる現場の連携、テーマによる連

携(別府八湯トラスト運動、地域通貨・湯路、移住プロジエクトなど)等の取組みを展開

している。その中でも、 2001(平成13)年から毎年1、 2回ずつ取り組んできた「オンパ

ク(別府ハ湯温泉泊覧会)」は、地域の商品化・事業化能力を高めることに大き恋役割を

果たしている。

【オンパクを通じて実現したいこと(オンパクW.bより)】

1.地域の資源(温泉、自然環境、町並み、人材など)を活かした多彩なプログラムの提供を通じて、

各種のサービス産業が成長すること

2.オンパクに参加することで住民が健康で前向きな暮らし(ウェルネスライフ)を送ることができ、生

活の質(QOL)の向上につながること

3.旅行者がオンパクに参加し、各種の体験や交流の機会を得ることで別府八湯のファンになってい

ただき、りピート化や長期滞在化を実現すること

0N

・bにて会員登録を
b上で予約ができ、
イレージを貯めるこ

K

^

オンパクは、プログラムの種類も数も年尽充実し(2005年は、 2501重延1,400プログ

ラム)、事業として成り立つ目処が立ちつつある。オンパクをきっかけに、地域内での新

たな連携により、新しい商品づくりへの挑戦が生み出されただけでなく、恒常的に事業と

して成り立つ商品も誕生した。また、地域毎の特色あるぎちづくのを進める原動力として

の数知のNP0の誕生にも結びついている。

舗



都市と地方との交流

<川村との交流東京都世田谷区)>

世田谷区では、1981年からの群馬県川場村との住民交流事業について、2005年から都

市と地方の双方が強みを出し合える具体的な取組みに転換。区内の中小青果店に川場村産

の直送野菜をおくことで、区にとっては地域の中小青果店の品揃えの充実、村にとっては

農産物の安定した販路の確保につながっている。

また、 2006年7月には、川場村の協力を受け、農業や森林保全、かやぶき屋根の補修

などを体験できる「健康村里山自然学校」を開校し、同学校で学んだ人たちには里山保全

の機会を提供する恋ど、年勺その活動は広がりを見せている。
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